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日本共産党江南市委員会 

6月7日に開会した市議会は、最終日7月1日を残すの

みとなりました。 

４月の市議選後、初の定例会。党議員団は一般質問等を通

し公約実現にがんばりました。多くの皆さんに傍聴いただき

ありがとうございました。主な質問と答弁を下に掲載します。 

 

 

年金者組合江南支部から「公的年金制度の改善を国に求め

る請願」と「後期高齢者医療費の自己負担を2割にしないこ

とを求める請願」が提出され、党議員団が紹介議員になりま

した。25日の厚生文教委員会で、年金者組合の方々が意見

陳述で訴え、みわ議員は請願を採択すべきと主張しましたが、

賛成少数で不採択とされてしまいました。請願は最終日7月

1日の本会議で、全議員にはかられます。 

市道用地めぐり、議案撤回、補正予算修正 

市は手続きに不備があるまま議案を上程したとして、議案

の一部を撤回し、補正予算を減額修正のうえ再提出しました。

問題となったのは、市道江南通線の拡幅工事。用地を市開発

公社が先行取得した上で、来年度以降に市が買い取る予定で

関連議案を提出しましたが、公社理事会での合意がなされて

いなかったとの理由で撤回となりました。 

 

10時頃からの質問予定でしたが、その日最初 

の堀議員の質問が１時間ほど中断。予定時刻を大 

幅に過ぎての質問となりました。 

みわ議員は、公約の休日保育、病児・病後児保育、 

また３月議会において全会一致で請願が採択された 

子どものインフルエンザワクチンへの助成の実現を中心に質問

しました。 

特にインフルエンザワクチンの助成については、予防を進めて
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追加の補正予算に、小中学校トイレの洋式化が未実施とな

っていた、2小学校（古北小・草井小）1中学校（布袋中）

の改修と学校体育館トイレの洋式化改修の各設計委託料

1723万７千円が計上されました。 

これまでの市計画では、再来年度に工事完了予定でした

が、国の事業採択が難しくなることを受けて、急きょ 1 年

前倒しし、今年度に設計、来年度に工事を行うことになった

ものです。これにより市内15の小中学校全てで、トイレ洋

式化改修が完了します。朗報です。 

 

前市議 森ケイ子 電話/Ｆax 57-2753 

 前市議 東よしき 電話/Ｆax 54-7977 

＊困り事は早めにお気軽にご相談ください 

議員団までご相談くだ

さい 

 

巡回バス 

医療費が削減できる効果があること、署名が議会を

動かし、要望を実現できたという体験が投票率アッ

プにつながるとの意見で迫りました。 

市当局は「ワクチン不足のおそれがあること、

毎年1000万円の財源が必要なことなどを理由 

に今年度の実施は見送る」との冷たい答弁。しかし、近いう

ちの実施の手ごたえはつかみました。 

今後も市民の切実な声をしっかり届ける仕事をしていき

たいと、決意を新たにしています。 

  

  日本共産党江南市委員会が春に実施した、公共交通アンケート

に７００通を超える多くの回答を寄せていただきました。（右上

グラフ参照。詳細は党議員団HPで） 

70歳台を中心とする市民からの回答が多く、「免許を返納した

くてもできない。買い物や通院に、現にとても困っている」との

将来への不安、市施策への不満とともに、巡回バスに対する要望

の強さが改めてはっきりと示されました。 

かけの議員はアンケート結果をもとに、市長に対し「今

後10年間は現状維持」という地域公共交通に関する市の

基本方針の撤回、巡回バス実現を迫りました。 

市長は「高齢者や障がい者の足の確保は大切なことであ

り、巡回バスを求める市民の声があることは認識している

が、厳しい財政状況の中、現在のところはこのまま様子を

見守りたい」とのあいかわらずの答弁でした。 

 

日本共産党江南市委員会の公共交通ア

ンケートに寄せられた回答用紙の束⇒ 
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